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イエスさまが言われた「真理」そのものは変わらなくても、その真理

を伝達していく教会は常に歴史の途上にあります。グローバル化して

いる現代において、教会は今、新たな選択を迫られています。軍隊用

語に「Ｃ３Ｉ」という言葉がありますが、その内容は 見事に今の教会の

行くべき方向性を表現しているものではないでしょうか。               

つまり、３つのＣで 始まる、Command (指揮)、Control (統制)、 

Communication (意思疎通)、そして Intelligence (情報)で

す。いずれも軍事行動になくてはならないものとされていますが、教会

にもその霊的な意味あいにおいて重要さは普遍的なものではないでし

ょうか。 

つまり、カトリック教会には四つの特質があります。 一、聖、公（普

遍）、使徒継承の教会です。イエスさまは、信仰・希望・愛の共同体を目

に見える組織としてこの地上に設立して、これを支えています。 この教会によって、すべての人に真理と

恩恵を分け与えることをカトリックは信じています。イエスさまは復活の後、この教会を牧するようにペト

ロに渡し、それを広め、治めるようにペトロと他の使徒たちに委ねました。それを「真理の柱と基礎」として

永久に建てました。イエスさまの以下のお言葉通り、「わたしも言っておく。あなたはペトロ。わたしはこの

岩の上にわたしの教会を建てる。陰府の力もこれに対抗できない。わたしはあなたに天の国の鍵を授け

る。あなたが地上でつなぐことは、天上でもつながれる。あなたが地上で解くことは、天上でも解かれる。」     

（マタイによる福音書 16 章 18 節～19 節） このように、ペトロは目に見える教会の頭とされたので

す。その首位権は一度限りのものではなく、彼の後継者に継承され、カトリック教会を歴史の中で今も導

いています。                                                          

その初代教皇ペトロから数え始めて２６７代目のロバート・フランシス・プレヴォストが現教皇レオ１４世と

なりました。 教会はまさしく、「使徒という土台の上に」（エフェソ  ２：２０）に建てられたものです。使徒たち  

は キリストご自身によって選ばれ、宣教に派遣された証人です。その使徒たちの教えに従うこと、これが、

今を生きる私たちに必要なことではないでしょうか。 

年間テーマ 

「主の恵みに生かされて歩む教会」 

2026 年 7 月 1 日 
（毎月 1 回 1 日発行） 

カトリック谷山教会 

〒891-0113 

鹿児島市東谷山 2-33-１３ 

TEL・099-268-2084 

FAｘ・099-284-5738 

No,442 

       URL.https：//catholic-tc.jp 

 発行人 盛 克志神父  編集委員：上原敏子、上釜照美、徳永珠美 

主任司祭  盛克志 



-2- 

 

 

 

 

 

 

 

７月１日 記念日 １７世紀 

福者ペトロ岐部と 187 殉教者  

 

ペトロ岐部と 187 殉教者

は、1603 年から 1639 年

にかけて殉教した日本人で

ある。日本各地を代表して

おり、社会的立場も司祭、

武士、商人、家族、女性、障

がいのある人、子どもと多

岐にわたっている。188 人のうち、司祭が 4 人、修

道者 1 人、他の 183 人は信徒であり、徳川幕府時

代の厳しい迫害にもかかわらず、いのちをささげる

ことによって信仰を証しした。 

 地域別にみて、人数が多いのは京都のヨハネ橋

本太兵衛をはじめとする 52 名と、米沢のルイス甘

糟右衛門ら 53 名である。 また、生月の西一家、

京都の橋本一家、加賀山・小笠原一族、島原の内

堀一家は、家族が信仰のきずなで結ばれ、励まし

合い、支えあって殉教していった。 

 188 名の中で代表的な人物は、イエズス会の司

祭、ペトロ岐部である。1587 年、豊後に生まれた

彼は、有馬にあるイエズス会のセミナリオに入った

が、1614 年、禁教令によってマカオへ追放された。

マカオでの養成が困難であったためローマへ出発

し、そこで司祭となったが、帰路についたとき日本

では迫害の嵐が吹き荒れていた。1639 年、彼は

江戸で逆さつるしの刑に処せられ、殉教した。 

 殉教者たちの信仰と愛を称えて、2008 年 11 月

24 日、長崎市においてペトロ岐部と 187 殉教者

の列福式が行われた。日本の教会が、殉教者の血

から生まれ、その上に立てられたことを思い起こ

し、現代社会の中で教会が自信と活気に満ちあふ

れて、福音を宣べ伝えるきっかけとなった。死をと

おして、イエスの愛にならった彼らの証は、どんなと

きもイエスの価値観を選び、それを証しすることの

大切さを、わたしたちに教えてくれる。 

           （聖パウロ女子修道会） 

 

７月３１日 記念日 1491 ごろ～1556 

   聖イグナツィオ・デ・ロヨラ司祭 
 

 イグナツィオは、スペインのバスク地方の貴族ロ

ヨラ家に生まれ、幼いころから騎士道精神を身に付

け、名誉を求めることを価値としていた。 

 1521 年、戦場で負傷し、病床にあったイグナツィ

オは、キリスト伝や聖人伝を読んで感銘を受けた。

そしてすべてを捨ててキリストに従う決心をし、マン

レサに退いて、祈りと苦行に専心した。このときの霊

的体験が、有名な著書「霊操」を生みだした。 それ

から、ロ

ーマとエ

ルサレム

に行き、

ヨーロッ

パに戻り

パリ大学

で勉強をした。 

学友の中から 6 人の同志を集め、パリのモンマ

ルトル聖堂で、「より大いなる神の栄光のために」、

また「すべての人のために」働くことを誓って、「イエ

ズス会」を創立した（1540 年に正式に認可）。その

なかには、日本の最初の宣教師であるフランシス

コ・ザビエルもいた。 

 現在会員は、世界各地で、教育など多くの分野で

活躍している。日本では、東京の上智大学をはじめ、

鎌倉市、神戸市、広島市などでの教育事業や、黙

想指導、教会司牧、社会正義など、社会の中で人

びとの必要のために働いている。 

（聖パウロ女子修道会） 

キリストを通じ、キリストと共に

心を一つにして神に祈っていき

ましょう。 聖パウロ女子修会 
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た
ま
に
古
い
物
や
昔
上
映
さ
れ
た

映
画
を
見
る
と
き
、
あ
る
い
は
古
い

ア
ル
バ
ム
の
色
あ
せ
た
写
真
を
見
る

と
き
、
あ
の
頃
は
そ
う
だ
っ
た
な
あ·

··

と
思
い
出
に
浸
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。 

特
に
一
九
五
〇
年
代
の
戦
争
直
後
、
す
べ
て
が
不
足

し
て
い
た
経
済
的
な
生
活
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
見
る
と
、
さ
ら
に
そ
う
で

す
。 

そ
の
時
代
と
比
べ
る
と
、
今
は
遊
び
や
食
べ
物
、
各
自

の
趣
味
活
動
な
ど
、
す
べ
て
が
豊
か
で
余
裕
の
あ
る

時
代
で
す
。 

健
康
の
た
め
に
運
動
を
し
、
ダ
イ
エ
ッ

ト
を
し
、
旅
行
を
し
て
い
ま
す
。 

そ
れ
だ
け
生
活
の
質
が
良
く
な

っ
た
よ
う
に
、
一
方
で
は
私
た

ち
の
信
仰
生
活
も
さ
ら
に
成
熟

し
た
か
ど
う
か
考
え
て
み
ま
す
。 

隠
れ
て
信
仰
を
守
っ
た
迫
害
の

時
代
で
は
な
く
、
む
し
ろ
教
会

に
通
っ
て
い
る
と
誇
り
、
教
会

に
通
う
よ
う
に
宣
教
す
る
時
代

で
す
。 

信
仰
を
守
る
た
め
に
命
を
捧
げ
た
私
た
ち
の
信
仰
の

先
祖
た
ち
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、
す
べ
て
が
豊
か
な

こ
の
時
代
に
、
霊
的
な
飢
え
の
中
で
生
き
る
信
仰
生

活
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

  

  

5
月
17
日
（日
）午
後
１
：

30
よ
り 

谷
山
教
会
に
て
盛
克
志
神
父
様
ご
指
導 

の
下 

ア
チ
エ
ス
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

詳
し
く
は
、
教
区
報
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。 

ア
チ
エ
ス
会
長
・梅
木
千
夏
子
さ
ん
が
投
稿 

さ
れ
て
い
ま
す
。 

           

 

 

      

ス

テ

フ

ァ

ノ

神

父 

ア
チ
エ
ス
開
催 

誓
い
の
言
葉
を

の
べ
る 

誓
い
の
更
新
を
す
る
。 

 

写真・ステファノ神父 

5/24(日)聖霊降臨の

ミサ中の洗礼式 

 

5/23（土）ポラーノ

主催「日々の暮らし

展」が唐湊修道院に

て開催されました。 

パウロ・松山眞一さん 

盛神父様とステファノ神父様 

この歌は現代口語短歌作家・俵万智の代表作です。し

かし７月６日は特別な日ではなく、なんでもない日です。

サラダもメインの食べ物ではなくサブの食べ物です。…

なんでもないものが記念日になることの方が意義ある

のではないかといっています。… 

5/24（日）ウクライナの 

テオドラ総長 

通訳：ラミアさん 

 

日
本
の
心
と
聖
書
よ
り 

著 

者 

安
藤 

脩
お
さ
む 

絵
・字 

安
藤 

華
舟 

 
また聞き

た～い！ 

代父・雨水新二さん 

 

・ 

 

私たちの仲間となり

ました。どうぞ宜し

くお願い致します。 

写真・ステファノ神父 



朗読奉仕者掃除当番 班会

１日 水
記念日
19：00

２日 木 6:30

３日 金
祝日
6：30

４日 土 19:00 ④ 教会

５日 日 6：30＆9：00 ④

６日 月 6:30

７日 火 6:30

８日 水 19:00

９日 木 6:30 朝ミサ/聖アウグスティヌス・チャオ・ロン司祭と同志殉教者

１０日 金 6:30

１１日 土
記念日
19：00 ⑤⑪ 教会

12日 日 9:00 ⑤⑪
13日 月 6:30

１４日 火 6:30

１５日 水
記念日
19：00

１６日 木 6:30

１７日 金 6:30

１８日 土 19:00 ⑥⑦ 教会

１９日 日 6：30＆9：00 ⑥⑦
２０日 月 6:30

２１日 火 6:30

２２日 水
祝日

19：00

２３日 木 6:30

２４日 金 6:30

２５日 土
祝日

19：00 ⑧⑨ 教会

２６日 日 6：30＆9：00 ⑧⑨
２７日 月 6:30

２８日 火 6:30

２９日 水
記念日
19：00

３０日 木 6:30

３１日 金
記念日
6：30

　　ロザリオの祈り　　　　　　　　　　　毎週火曜日10：00～　　　　　　　　　　　　　　7,14,21　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7，14，21、28

　　レジオ・マリエ　　　　　　　　　　　　毎週水曜日13：30～　　　　　　　　　　　　　1，8，15，22，2913：30～　　　　　　　　　　　　　1，8，15，22，29

　　聖書と教理　　　　　　　　　　　　　毎週金曜日10：00　　　　　　　　　　　　　　　　3，10，17，24　　　　　　　　毎週金曜日　10：00～週金曜日 10：00～　　　　　　　　　　　　　3，10，17，24，31

聖トマス使徒
初金ミサ

令和８年（2026年）　谷山教会　7月の予定と祝日表（7月１日～7月３1日）

日　時 典　礼　と　行　事

福者ペトロ岐部司祭と１８７殉教者
召命ミサ

朝ミサ

朝ミサ

朝ミサ

年間第14主日/ミサ後 役員会
14：00～聖アルフォンソ合唱団コンサート　聖堂にて

朝ミサ

朝ミサ

召命ミサ

聖イグナツィオ・デ・ロヨラ司祭
朝ミサ

年間第１４主日のミサ/（聖エリザベト・ポルトガルの）聖母の土曜日

朝ミサ

聖マルタ、聖マリア、聖ラザロ
召命ミサ

朝ミサ/聖ペトロ・クリソロゴ司教教会博士

マグダラの聖マリア
召命ミサ

朝ミサ/聖ビルジッタ修道女

朝ミサ/聖サベリオ・マクルーフ司祭

聖ヤコブ使徒
年間第１７主日のミサ

年間第１7主日/ミサ後司牧評議会

朝ミサ

朝ミサ/（カルメル山の聖母マリア）

朝ミサ

朝ミサ

聖ベネディクト修道院長
年間第１５主日のミサ

年間第１５主日/6:30ミサなし

年間第１6主日/ミサ後 井上管区長歓迎会

朝ミサ/聖アポリナリス司教殉教者

聖ボナベントゥラ司教教会博士
召命ミサ

年間第16主日のミサ/（聖母の土曜日）　歓迎会設営６,７班

朝ミサ/聖ラウレンツィオ・プリンディジの司祭教会博士

＊
今
月
の
行
事
当
番
班
は

⑧
⑨
班
で
す
。

-4-


